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Mizarを利用しやすくするための

エディタ拡張機能の作成

目的
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Mizarの開発環境：Emacs for Mizar

先行研究

引用定義の参照
エラー箇所へのリンク
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Emacs for Mizarの課題

先行研究

1. インストールが難しい
 解説サイトが少ない
 ソースコードのコピペが作業が必要
 Emacsの知識が必要

2. キーバインドが独特
 「C-c RET」「M-.」などの記法
 一般的なショートカットキーと異なる

初心者にとってハードルが高い
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他の定理証明支援系の開発環境

 Visual Studio Code上の開発環境に関心が高まっている
 PVS,Lean,Coq等は既にサポートされている

 実装状況

先行研究

ベース
エディタ 入力補完機能 ホバー表示機能 定義元へ飛ぶ機能 ライブ診断機能

VSCode-PVS VSCode 〇 〇 〇 〇

Lean VSCode 〇 〇 〇 〇

Isabelle/jEdit jEdit 〇 〇 〇 〇

CoqIDE N/A × × × ×

Emacs for Mizar Emacs × 〇 〇 ×

〇：実装済み ×：未実装
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VSCode上でMizarをサポートする拡張機能を作成

実装機能
 シンタックスハイライト機能

 自動インデント機能

 エディタ上でMizarコマンドを実行する機能

 ホバー表示機能

 定義元へ飛ぶ機能（実装中）

 入力補完機能（実装中）

実装
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シンタックスハイライト機能

実装
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自動インデント機能

実装
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コマンド実行機能

実装
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ホバー表示機能

実装
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定義元へ飛ぶ機能

実装
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入力補完機能

実装
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インストール方法

 Visual Studio Codeを開く

 Extensionsをクリックし，

“Mizar”と検索

 “Mizar Extension”のinstallを

クリック

実装



18

N-gramを用いた入力予測

 N-gram
 N個の単語単位で，単語を切り出す手法

 2-gram(bi-gram)の例
 「I am a teacher」->「I am」「am a」「a teacher」

 「I am sleeping」 -> 「I am」「am sleeping」

 「I play soccer」 -> 「I play」「play soccer」

実装

学習（カウント）して入力予測に利用
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Mizarライブラリの学習と評価方法

 Mizarライブラリ1100ファイルで単語の切り出し，カウント
 2-gramによる切り出し
 3-gramによる切り出し
 4-gramによる切り出し

 残りの255ファイルでそれぞれの予測精度を評価

実装
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2-gramの精度

評価

 第1候補は21%の正解率

 30候補以内で63%の正解率
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3-gramの精度

評価

 第1候補は25%の正解率
 2-gramは21%

 30候補以内で52%の正解率
 2-gramは63%
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4-gramの精度

評価

 第1候補は18%の正解率

 30候補以内で30%の正解率
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実装状況の比較

評価

ベース
エディタ 入力補完機能 ホバー表示機能 定義元へ飛ぶ機能 ライブ診断機能

VSCode-PVS VSCode 〇 〇 〇 〇

Lean VSCode 〇 〇 〇 〇

Isabelle/jEdit jEdit 〇 〇 〇 〇

CoqIDE N/A × × × ×

Emacs for Mizar Emacs × 〇 〇 ×

本研究 VSCode △ 〇 △ ×

〇：実装済み
△：実装中
×：未実装
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成果と課題

 成果
 「独特なショートカットキー」「インストールの手間」を解消

 課題
 「定義へ飛ぶ」「入力補完」機能のリリース

 入力補完機能の精度向上
 変数名を型名に置き換える

 Word2vecなど，他の機械学習の手法で挑戦

まとめ
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機能の詳細

 入力補完機能：入力中にキーワードと識別子を提案する機能

 ホバー表示機能：有益なポップアップを表示する機能

 定義元へ飛ぶ機能：識別子が定義されたファイルを開く機能

 ライブ診断機能：入力中にエラー情報を表示する機能

付録


